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取り組みの背景

外国人居住者が増加していることで顕在化した「ごみ廃棄問題」は、
ごみをきちんと分けない、収集日付を守らない等の話題でたびたびマスコミに取り上げられています。
その多くは「国民性・文化の違い等」の感情的な問題としてとらえられていますが、
ごみ廃棄に関する「単なる情報不足」であるという、大学の調査結果も出ています。
外国人労働者・留学生の受け入れ等により、今後も日本各地に多くの外国人の居住が見込ま
れており、正しい多言語表記は、生活の多くのシーンでますます必要となるでしょう。
翻訳を主業とする当社では、まず「ごみ廃棄問題」に焦点を当て、自治体の課題解決のお手伝
いをすると同時に、環境への負荷を低減することでSDGsゴール達成を目指したいと考えます。

1. 団体名 株式会社翻訳センター 2. 連携先
の団体 大阪府門真市
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モデル性・波及性

☆「ごみの分別表」は門真市向けに翻訳し
ましたが、ごみ品目の翻訳は、各自治体が
自由に活用できるように「用語集」に再編集
しました。
☆現在は、ご希望の近畿地方自治体24
地域にデータ提供しています。
今後、全国に向けてご案内の予定です。

3. 取組
目的

ごみ出しに関する翻訳の提供により、環境負荷低減・多文化共生社会の実現を目指し
ます

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 2020.２～ 取組の

カテゴリー 地域活性化「ごみ分別表」を多言語に翻訳。日本人との情報格差をなくし、地域の外国人居住
者へ適切な情報を提供します。

地方創生SDGsの視点

外国人居住者も自治体の一員。
誰一人取り残さないSDGsの視点をもって取
り組みました。

ステークホルダーとの連携

門真市環境政策課を訪問し、ごみ分別の現
状と課題をヒアリングしたところ、同市でもごみ
出し情報をわかりやすく伝える必要があると感
じており、連携して課題にあたることになりまし
た。
必要な言語種類とごみ品目を共に選定。
当社が無償提供した翻訳データを元に、多
言語版「ごみカレンダー」が作成されました。
同市では窓口にて希望者に配布し、web
サイトで中国語版を公開しています。

※イラストは経済産業省3R政策から使用
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